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起
業
か
ら
わ
ず
か
２
年
。

「
燃
え
な
い
糸
」
の
開
発
で

社
業
に
勢
い
が
つ
い
た

─ 
創
業
の
経
緯
と
現
在
の
事
業
内

容
は
？

創
業
は
１
９
８
３
（
昭
和
５８
）
年
、

現
在
の
会
長
で
私
の
父
で
あ
る
阪
根

勇
が
「
研
究
開
発
を
行
い
、
そ
の
技

術
を
販
売
す
る
会
社
」
と
し
て
操
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
最
初
に
手
が
け

た
の
が
燃
え
な
い
糸
（
不
燃
繊
維

ー
イ
ス
ト
フ
ロ
ン
®
）
で
、
こ
れ
が

１
９
８
４
（
昭
和
５９
）
年
に
東
京
で

起
き
た
電
電
公
社
（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

の
地
下
ケ
ー
ブ
ル
火
災
事
故
の
再

発
防
止
策
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
の
耐

火
カ
バ
ー
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
社
業
に
勢
い
が
つ
き
、

１
９
９
１
年
に
は
大
手
Ｏ
Ａ
機
器
メ

ー
カ
ー
の
複
写
機
用
キ
ー
パ
ー
ツ
の

開
発
・
製
造
を
手
掛
け
た
こ
と
で
、

当
社
の
技
術
開
発
力
は
世
界
に
高
く

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
当
社
で
は
、
ポ
リ
イ
ミ
ド
樹

脂
を
軸
と
し
た
高
機
能
高
分
子
材
料
、

宇
宙
航
空
機
用
複
合
材
料
、
Ｏ
Ａ
機

器
用
機
能
性
部
材
、
不
燃
繊
維
お
よ

び
応
用
製
品
、
各
種
テ
キ
ス
タ
イ
ル

素
材
お
よ
び
製
品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
コ

ン
ポ
ジ
ッ
ト
製
品
、
計
量
機
器
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
他
社
に
な
い
新
し

い
素
材
と
製
品
の
研
究
・
開
発
、
製

造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
は
素
晴
ら
し
い
。
他

所
に
な
い
も
の
が
沢
山
あ
る
。

そ
の
サ
ポ
ー
ト
と
共
に
、
当

社
の「
世
界
初
！
」
が
次
々

と
生
ま
れ
て
い
る

─ 

滋
賀
県
に
本
社
を
構
え
る
利
点

と
サ
ポ
イ
ン
の
活
用
に
つ
い
て
は
？

滋
賀
県
に
あ
る
本
社
・
研
究
所
で

は
全
社
員
の
お
よ
そ
３
分
の
１
が
研

究
開
発
や
技
術
開
発
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

新
し
い
素
材
は
、
そ
の
素
材
が
使

わ
れ
る
分
野
や
最
終
製
品
を
熟
知
す

る
こ
と
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

滋
賀
県
に
は
公
的
試
験
研
究
機
関
の

「
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
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「
他
社
に
な
い
も
の
、付
加
価
値
の
高
い
も
の
を
、最
高
品
質
で
届
け
る
」の
社
是
の
も
と
、

原
料
に
お
け
る
モ
ノ
マ
ー
の
重
合
を
初
め
と
し
て
、
独
自
の
複
合
技
術
を
用
い
た
高
機
能

材
料
、不
燃
、及
び
高
機
能
繊
維
な
ど
の
新
素
材
を
開
発
。
そ
れ
ら
の
製
品
は
、Ｏ
Ａ
機
器
、

建
築
、
電
気
、
電
子
、
航
空
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
、
高
い
信
頼
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
な
ど
直
面
す
る
社
会
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
独
自
の
社
会
貢
献

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
員
の
３
分
の
１
を
占
め
る
研
究・開
発
者
が

自
由
な
発
想
と
ア
イ
デ
ア
で「
世
に
な
い
も
の
」を

生
み
出
す
研
究
開
発
型
マ
テ
リ
ア
ル
ブ
ラ
ン
ド

様
々
な
分
野
に
精
通
す
る
大
学
や
研

究
・
専
門
機
関
も
多
く
、
ま
た
政
府

に
よ
る
企
業
支
援
事
業
を
活
用
す
る

た
め
の
県
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て

い
る
た
め
、
共
同
研
究
・
開
発
も
行

い
や
す
い
で
す
。
我
々
の
よ
う
な
開

発
型
企
業
に
と
っ
て
滋
賀
県
の
環
境

は
非
常
に
有
難
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
滋
賀
県
に
あ
る
Ｉ
．Ｓ
．Ｔ
本

社
・
研
究
所
か
ら
は
「
世
界
初
」
と

な
る
製
品
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
も
新
し
く
世
に
送
り
出

し
た
製
品
は
、
当
社
開
発
の
高
強
度

ポ
リ
イ
ミ
ド
繊
維
「
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
®
（
イ
ミ
ド
テ
ッ
ク
ス
）」
を
用

い
た
世
界
初
の
革
新
的
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
で
す
。
こ

の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
３０
年

に
経
済
産
業
省
の
サ※

ポ
イ
ン
事
業
に

採
択
い
た
だ
き
、
産
業
支
援
プ
ラ
ザ

に
は
申
請
か
ら
事
業
終
了
ま
で
の
３

年
間
、
事
務
局
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
完
成
さ
れ
た
技
術
で
、
現
在
ス
キ

ー
板
や
ゴ
ル
フ
シ
ャ
フ
ト
へ
の
応
用

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ポ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

他
に
も
、
本
来
茶
色
を
し
て
い
る
ポ

リ
イ
ミ
ド
を
透
明
に
し
た
「
透
明
ポ

リ
イ
ミ
ド
樹
脂
」、
そ
れ
を
使
っ
た
透

明
ポ
リ
イ
ミ
ド
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム「
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
®
（
ト
ー
メ
ッ
ド
）」、

前
出
の「
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
®（
イ

ミ
ド
テ
ッ
ク
ス
）」
な
ど
、
当
社
の
研

究
・
開
発
に
お
い
て
滋
賀
県
の
機
関

や
大
学
と
の
連
携
で
「
世
界
初
！
」

を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

目
指
す
頂
上
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
自
由
な
発
想
で
課

題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
研

究
開
発
の
基
本

─ 

社
員
に
期
待
す
る
も
の
、
そ
し
て
今

後
の
展
望
は
？

社
名
の
Ｉ
．Ｓ
．Ｔ
は「Industrial 

Sum
m

it Technology

」
の
頭
文

字
を
取
っ
た
も
の
で
、「
産
業
技
術
の

最
高
峰
」
の
意
味
で
す
。
他
社
に
な

い
も
の
を
研
究
・開
発
す
る
に
は
「
発

想
」
が
重
要
で
す
。
研
究
・
技
術
開

発
者
に
は
、
常
に
「
登
る
山
の
頂
上

（
ゴ
ー
ル
）
を
見
据
え
た
上
で
、
自
由

な
発
想
で
課
題
に
向
か
う
」
よ
う
に

言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
準

備
が
最
も
大
切
。
山
登
り
で
も
、
頂

上
を
目
指
す
チ
ャ
ン
ス
は
何
度
も
訪

れ
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
「
実

験
も
入
念
な
準
備
を
し
、
本
番
は
ワ

ン
チ
ャ
ン
ス
」
と
繰
り
返
し
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
ま
す
。

研
究
開
発
の
仕
事
は
、
成
果
が
出

る
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
将
来
に
向
け
て
沢
山
の

良
い
種
を
ま
き
続
け
、
次
々
と
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
け
る

Ｉ
．Ｓ
．Ｔ
で
あ
り
た
い
。
そ
れ
が
当

社
の
強
み
で
あ
り
、
目
指
す
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ま

で
当
社
が
手
が
け
て
こ
な
か
っ
た
分

野
に
も
事
業
の
領
域
を
広
げ
、
新
た

な
業
界
や
企
業
と
の
取
引
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
社
、
社
員
、
社
会
。

「
三
方
よ
し
の
社
会
貢
献
活

動
」
を
実
践

─ 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
組
は
？

２
０
０
３
年
に
厚
生
労
働
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
「
Ｇ
Ｓ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
高
齢
者
雇
用
と
生
産
性
の
向

上
を
両
立
さ
せ
る
の
が
目
的
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
兵
庫
県
の
加
美
工

場
に
お
い
て
地
域
の
高
齢
者
を
雇
用

し
、
１
日
数
時
間
を
工
場
で
働
き
残

り
の
時
間
は
職
場
の
仲
間
と
の
交
流

で
過
ご
し
て
も
ら
い
ま
す
。
高
齢
者

の
方
に
「
自
分
た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と

キ
ツ
イ
と
思
う
作
業
」
を
指
摘
し
て

も
ら
い
、
そ
の
作
業
工
程
の
改
善
や

自
動
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
熟
練
者

や
職
人
と
い
わ
れ
る
人
で
な
く
と
も
、

誰
も
が
働
け
る
生
産
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
社
員
に
は
会
社
負
担
で
介

護
資
格
を
取
る
こ
と
を
推
奨
し
、
取

得
者
の
介
護
施
設
へ
の
派
遣
も
行
っ

て
い
ま
す
。
異
種
の
仕
事
を
経
験
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
い
う
面
も

あ
り
ま
す
が
、
会
社
に
も
社
員
に
も

社
会
に
も
「
三
方
よ
し
」
と
な
る
活

動
で
す
。
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